












































はじめに 

小児の発育や発達という健康度のある種の指標となる現象にとって,それを支配する要因

は,遺伝的要因はもとより,社会・文化・物理的環境からくる後天的学習要因が,極めて多大

な重みをもっている。とりわけ,彼らが,どのような条件下のもとで生活するか,遊びを行う

かという成長過程における後天的学習要因は,小児の健康度を大きく支配する因子と考え

てよい。 

“国民衛生の動向"の中で,小児の健康度に関する種々な統計をみると,その中で目立って

多い非健康事象に,小児の事故の問題がある。特に致死的事故の統計について,乳児期は,

当然ながら相対的に高くなっているが,1 歳児以後,全死因の中で占める割合が,児童期,学

童期,青年期と常に第 1位を占めていることは,小児の健康生活の構築において看過できな

い問題である。 

小児は,誰れでも何らかのけがや事故に遭遇する。この経験や学習は,自己の安全能力の開

発に多大に寄与する。だからある程度の事故経験は,時に必要となる場合もあるが,医師に

かかったり,後遺症をもつような事故の遭遇は,可能な限り避けるような能力を身につけて

やらなければならない。 

このような能力は,豊富な遊びの中から開発できるものである。小児が色々な遊びが出来る

自然環境は,今や大都市から消えつつあり,それだけに都市に居住する小児の健康,安全能

力開発は,今後益々重要な小児保健の達成課題の一つとなるはずである。 

ところで,小児の日常生活の中で,けがや事故など死亡に致らない非致死的事故は,致死的

事故の 150 倍～200 倍はあるという。しかし,この事故は統計的に把握しにくいので,その

実態は,これまでほとんど明らかにされずにいた。いわゆる公な統計にあらわれない日常茶

飯事のけが事故の現象を可能な限り系統的,組織的に実査し,小児の健康と安全生活のため

の具体的対策の糸口を得ることが必要なのである。 

そこで,我々は,都市化現象が,小児のけがや事故の発生にどのような影響を及ぼしている

かという課題を設定し,このために,小児の生活の中で事故の発生に関する広範な事象を総

括し,疫学的見地から非致死的事故の実態分折を行うことをねらい,そのために環境側



(environment)主体側(host)および作動因(agent)の機序の関与性を検討した。それは,具体

的に,小児の居住する物理的環境である都市部と農村部の対比であり,年齢や性別の対比で

あり,事故発生時の行動の検討である。 


